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外国人児童アフタースクール事業の様子 

日本語スピーチコンテストの様子 

「にほんごきょうしつ」の様子 

目標達成のため豊橋市国際交流協会に求められている推進策 

出張ブラジル領事館の様子 

■外国人登録者数の推移 

（単位：人　各年4月1日現在） 
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　本市の外国人市民は現在約2万人、人口の約5％を占め
ています。 
　そして、外国人市民が生活者として地域に融合し暮らし
ていく上で、言葉や文化の違いなどにより様 な々課題を抱え
ている現状があります。 
　これらの課題を解決するためには、異なる価値観や異文
化をすべての市民が理解し、尊重しあいながら、その豊かさ
を共有し、日本人も外国人も地域に暮らす市民としてとらえる
「多文化共生社会」を目指す必要があります。 
　そこで、多文化共生社会の実現に向け、計画的かつ総合
的に取り組みを展開するため、本年3月に、今後5カ年で取り
組む多文化共生推進計画を策定しました。内容としては、基
本理念を「互いの国籍や文化を認め合い、誰もが安心して

元気に暮らせるまちづくり」とし、その実現のために４つの目標
とそれぞれに推進策を定めました。 
　具体的には、「多文化共生の意識づくり」の目標に9事業、
「元気な地域づくり」の目標に7事業、「暮らしやすいまちづく
り」の目標に16事業、「夢を持てる社会づくり」の目標に17事
業を位置づけました。また、各目標に指標を作成し、5年後の
目標値も定めました。 
　これらの計画の策定において、プラン策定会議や検討会議、
懇談会など多くの方々のご協力をいただきましたことに感謝
申し上げますとともに、計画推
進に当たっては、市や国際交
流協会だけではなく、国・県を
始めとして、市民・企業・NPO等
のみなさんと強力な協働体制
で取り組んでいこうと考えてい
ますので、是非今後とも多くの
方のご理解とご協力をお願い
いたします。 

豊橋市多文化共生推進計画の詳しい内容については、豊橋市ホームページの多文化共生・国際課のページ 
（http://www.city.toyohashi.aichi.jp/kyoseikokusai/index.html）からご覧になれます。 

　多くの外国人市民が暮らすま
ち豊橋市。豊橋市では、この度「多
文化共生社会」のまちづくりを進
めるために「多文化共生推進計画」
を策定しました。 
　今回は、その概要と国際交流
協会の果たす役割について紹介
します。 

「互いの国籍や文化を認め合い 
誰もが安心して 
元気に暮らせるまちづくり」 

 
　国籍や民族・文化の違いを多様性に満ちた
地域特性として活用し、異なる価値観や異文
化を全ての市民が理解し、尊重し合いながら、
その豊かさを共有し、日本人も外国人も地域に
ともに暮らす市民としてとらえる「多文化共生
社会」の実現をめざします。 

1�人権の尊重 

2�市民の国際理解力の向上 

3�元気な地域づくりの推進 

4�安全で安心な暮らしやすい 

まちづくりの推進 

5�夢を持てる社会づくりの推進 

1 多文化共生の意識づくり 

3 暮らしやすいまちづくり 

4 夢を持てる社会づくり 

・相互理解を図るイベントの開催 
・相互理解を図るスピーチ大会の開催 
・日本語学習機会の充実 

・多文化共生センター（仮称）の設置 
・日本語学習支援基金の活用によるNPO支援 
・外国人労働者を対象とした日本語教室の開催 

・アフタースクール事業の拡大・充実 

2 元気な地域づくり 
・多文化共生コーディネイターの養成 

■ 多文化共生の意義 ■ 

■ 基本理念 ■ ■ 基本目標 ■ 

■ 計画期間 ■ 

基本目標Ⅰ 
多文化共生の意識づくり 

基本目標Ⅱ 
元気な地域づくり 

基本目標Ⅲ 
暮らしやすいまちづくり 

基本目標Ⅳ 
夢を持てる社会づくり 

平成21年度（2009年）から平成25年度（2013年）の5年間 

豊橋市多文化共生 
推進計画について 
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